ワタシ ノ イチオシ by unknown
51 50おとぎ草子「一寸法師」／「生まれおちてより後、背一寸ありぬれば、やがてその名を一寸法
師とぞ名づけられたり。」…「うばに『御器と箸と給べ』と申しうけ、名残惜しくとむれども、
立ち出でにけり。住吉の浦より、御器を船としてうち乗りて、都へぞ上りける」。（S）
石田英一郎「一寸法師」／「日本の小サ子が、その母神とともに、とくに水辺に出現すること
の多いのは何ゆえであるか」。一見なんということはない昔話の断片に、他の話に共通する要素
をみいだし、比較・検証を通じて、ユーラシア規模の文化論にまで広げて展開された論考。（S）
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外国語学部中国語専攻四年
石山真澄
（いしやま
　
ますみ）
春。始まりの季節です。新しい大学生
活を思い描いてにやにやしたり、気合を入れ直したりするのにぴったりな、 「大学生活を描いた小説」三冊を紹介 ます。本多孝好『正義のミカタ
　
I ’m
 a loser 』
集
英社文庫、二〇一〇年
今はさえない学生だけど、いつかはき
らきらのキャンパスライフ ︙︙！
　
そ
んなひそかな野望を抱くひとにおすすめ。「正義の味方研究部」に入部した主人公がもがき がら自分や世界を見つめ す、コミカルな青春小説。
ジーン・ウェブスター『あしながおじさん』恩地三保子訳、偕成社文庫、一九七五年
言わずと知れた児童文学の名作。孤児
のジェルーシャは突然現れた「あしながおじさん」に大学に通わせてもらうことに。小さなころ憧れたジェルーシャの学生生活、彼女と同じ 生になった今はどう見えるでしょうか。石田衣良『シューカツ！』
文春文庫、二〇一
一年
現実に目を向けるのも大事、というこ
とで︙︙。マスコミ業界就職を目指し奮闘する大学生たちの物語。今や日本 大学生の一大イベントとなってしまった就活、これを読めばちょっと前向きな気持ちで取り組めるかも。
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?
?
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外国語学部朝鮮語専攻四年
加藤あい
（かとう
　
あい）
①阿部治平『黄色い大地
 悠久の村
　
黄土高
原生活誌』
青木書店、一九九三年
②阿部治平『チベット高原の片隅で』
連合
出版、二〇一二年③渡辺一枝『消されゆくチベット』
集英社新
書、二〇一三年
中国の国土は、ニワトリの形をしてい
る。私が推薦する本は、いずれもニワトリの羽の付け根と、おおむね腿に当たる部分を舞台にしたノンフィクションである。
①②は、ともにエッセイやルポルター
ジュというよりは民族学の読み物というのが適当かもしれない。 著者は、 長年にわたる日本での教員生活の後、中国に渡り、現地で日本語を教えた。特に②は、そのときの現地 様子が綴られてい
私が生まれて半年後にソ連が崩壊し
た。いわゆる冷戦は前時代の噂でしかない。しかし著者はソ連体制の時代も きた
（もっといえば先の大戦も）
。文化大革命だ
って同時代の出来事だった。革命成った国・中国の内実は、いかなるものであったのか？
　
著者の視点は、今この時代に
私が中 を観る視点と まったく違うものであることに気づかされる。
当該地域をもっと知りたい人へ。新書
の③は読みやすいルポルタージュである。平明な文章で、現在 チベットの状況についてきっちり考えさせられる。?
????
外国語学部ヒンディー語専攻四年
倉畑雄太
（くらはた
　
ゆうた）
詩が好きな人、そうでない人も、心に
余裕のある時に詩集を手に取り、詩人が描く日常の綻びや人生の機微に、是非触れてみて頂きたい。上田敏『海潮音
―
上田敏訳詩集』
新潮文庫、
一九五二年「山のあなたの空遠く／「幸
さいはひ
」住むと人
のいふ。 」という名訳をはじめ、 西洋の詩を鮮麗な日本語に移し変えた一群 訳詩は、思わず声に出して読みたくなるよう
な、美しく優しい響きを備えている。おすすめの詩は「聲
もののね
曲」 。
オマル・ハイヤーム『ルバイヤート』
小川
亮作訳、岩波文庫、一九四八年
人間の思惟の限界の表明が主調低音を
なすこの詩では、生の一瞬の閃きが優美に描かれている。天界の美女や美酒ではなく、目の前にある一杯の酒を選ぶハイヤームの言葉には、時代や地域を隔てた我々の心にも響く、真に迫るも がある。アルチュウル・ランボオ『ランボオ 集』小林秀雄訳、
創
元ライブラリ、一九九八年
理屈抜きの傑作。流星のようにフラン
ス文学界を通過したランボーの詩は 私にとって難解で晦渋なものだ。初めて読んだ時は、脳髄 ガーンとやられたような感覚を覚えた。
本書には収録されていないが、 「感覚」
という素朴で、青春期の夢想に満ち 詩は、永井荷風をはじめ多くの日本人によって訳されている。
???????
???
外国語学部英語専攻四年
菅原更紗
（すがはら
　
さらさ）
三年間の大学生活で恋をしたのは、英
語と中国語と本屋です。知識と励ましと楽しみをくれた、私の「ＢＦ」たちを
（本
当は独り占めしておきたいのですが）
紹介しま
す。大事に読んであげて下さい。西森マリー『聖書をわかれば英語はもっとわかる』
講談社、二〇一三年
英語には、聖書の言葉を知っていると
より深く味わえる表現があるこ をご存じですか？
　
英文学や洋画、洋楽に隠さ
れた、本当の意 を感じて下さい。新井一二三『中国語はおもしろい』
講談社現
代新書、二〇〇四年
この本を読むと、中華鍋が欲しくなり
ます。世界中に住む華人に会ってみたくなります。ピンインを声に出したくなります。勉強のモチベーションが上がります。
欄外企画では、 「にわとりとたまご、 どちらが先か」 という問いにあやかって、 古典的作品とそこから生まれた名作をご紹介します。 （編集部）
5253 アーチ ・ーL・メイヨ『マルクス捕物帖』／原題は A Night in Casablanca で、名作『カサブランカ』
のパロディであるといわれている。豪華なホテル・カサブランカで繰り広げられるのはナンセ
ンスなコメディ。淀川長治も絶賛するマルクス兄弟のギャグは一見の価値がある。（K）
マイケル・カーティス『カサブランカ』／ヴィシー政権支配下にあったフランス領モロッコのカ
サブランカを舞台にしたラブロマンス映画であり、アカデミー作品賞を受賞した。映画を観たこ
とのない人もこの台詞は知っているだろう。「君の瞳に乾杯（Here’s looking at you, kid.）」(K)
嶋浩一郎『なぜ本屋に行くとアイデアが生まれるのか』
祥伝社新書、二〇一三年
「本屋大賞」を立ち上げた著者が教える、 書店の活用法。棚にも文脈がある、 と聞いて「どういう意味？」と思った方はぜひ。巻末には全国 名書店リストも。?
?
?
????
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外国語学部英語専攻四年
吉田梓乃
（よしだ
　
しの）
新入生の皆様、入学おめでとうござい
ます。大学生活は長いようで短く あっという間です。私は皆様に今だからこそ読むべき本を紹介したいと思います伊集院静『機関車先生』
講談社文庫、一九九
七年
小学校に新しくやってきた先 は口が
きけない。 生徒たちはそんな先生に 「機関車先生」とあだ名をつけ、彼と共に数々の事件を通して成長していく。子ども達の日々成長していく姿や、何気な 日常は心に温かいものを残してくれるでしょう。
ミッチ・アルボム『モリー先生との火曜日』別宮貞徳訳、ＮＨＫ出版、二〇〇四年
コラムニストとして順風満帆な日々を
送っていた ッチ・アルボムは一六年ぶりに恩師モリー・シュワ ツ教授と再会を果たす。しかしそこで彼は教授がＡＬＳ
（筋委縮性側索硬化症）
に侵され、余命
二年であることを知る
―
。あらすじだ
けを見ると重いテーマですが、本文にそういった暗い雰囲気は一切ありません。人生で本当に大切なものは何か、このを通して一度じっくり考えてみてはどうでしょうか。?
?
?
?????????
????
総合国際学研究科博士後期課程二年
佐藤里佳
（さとう
　
りか）
以下の三冊は、世界を舞台として学問
の道を歩む外大生に対し、 「蓋を閉めたらもったいない
?世界?
」というテーマで
選出した。①中野茂男『現代数学への道』
ちくま学芸文
庫、二〇一〇年
②谷川俊太郎『ことばあそびうた
　
また』
福音館書店、一九八一年③石牟礼道子『苦海浄土
―
わが水俣病』
講談社文庫、二〇〇四年
①は、京都大学で文科系の学生を対象
にした講義を一般向けにまとめた本。 「第１章
　
数学的思考の歴史」など、学生が
興味を持てるように工夫された構成となっている。受験勉強とは異なる、数学の新しい付き合い方を予感させる一冊。
②は、ことばの面白さをまた
00
認識させ
てくれる一冊。好みの詩は「このへん」 。「このへんどのへん／ひゃくまんべん／たちしょんべんは／あきまへん︙︙」 。 抽象的な概念で頭がいっぱ のときに読むと良い気分転換にな 。瀬川康夫 絵も必見。
③は、後に「公害の原点」と呼ばれる
水俣病を、地域に暮らす一主婦が鎮魂を込めて描いた作品。ノンフィクションではないが、真実の物語である。政治・経済の中心地で苦しみややりきれなさを分かち合う感性を鈍らせないための、自戒を込めた一冊。
故郷の本
　
日本の本
?????????????
??????
（李侑桓）
言語文化学部日本語専攻三年／韓国／韓国語浅田次郎『ラブ・レター』
講談社文庫、 二〇〇四（短編集『鉄道員／ラブ・
㆑ター』に収録）
高野五郎には何もない。 れっきとした職業も、 自慢できる夢も
ないただのちんぴらだ。そんな彼はある日こんなことを言われる。 「おまえのかみさん、死 だぞ」何のことかと思いきや、以前国籍だけを貸してやった出稼ぎの外国人のことであった。会ったことも、話したこともない女性だが、五郎は彼女が残し自分宛の手紙を読んで、恋をして、夢をみて 涙を流す。そんな彼を周り 人間は変だと思うが、これを読む私たちに どう
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思われるだろうか。???『???』
一九三五（キム・ユジョン『にわか雨（ソナッビ） 』 「朝
鮮日報」に掲載）
ある田舎に若い夫婦がいた。夫は貧困に倦んだ挙句に毎日妻
を殴る。妻はそんな夫のために地元の裕福な人に体を差し出すに至る。それでもこの二人がお互いに愛し合っていると言えるだろうか？
　
金裕貞は韓国を代表する作家の一人であり、田舎
の情緒を滑稽に描き、読むだけで心 温まるのが彼の作品の特徴だが、デビュー作であるこの『ソナッビ』は昔 農村 貧困から起こる現実 赤裸々に晒しており、他 作品とは違った雰囲気を出している。???????
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）?
総合国際学研究科博士後期課程／ミャンマー／ビルマ語
 “ 
 ”, Shw
eTaM
in, 1994. （マ・サン
ダー『人生の夢、花の夢』金の鹿書房、一九九四）
http://w
w
w
.freelibraryonline.com
/ebook.php?w
nam
e=
18
でフリーダウンロー
ドできる。
世間のことをまるでそのまま描いている、ビルマの社会背景
留学生がすすめる
55 54手塚治虫『メトロポリス』／「映画史上最も美しいロボット」マリアは、手塚マンガ『メトロポリス』
に登場する天使の姿に悪魔の力を持つ人造人間ミッチィのイメージの基となり、ミッチィは『鉄
腕アトム』へとつながって……。日本のロボットの原点はマリアだったのかもしれません。（Y）
フリッツ・ラング『メトロポリス』／未来都市メトロポリスは、摩天楼の権力者と地下の労働
者に二分化した階級社会。権力者の息子フレーダーは労働者マリアに心奪われ、変革の機運が
高まるが、労働者の団結を崩さんと美貌のロボットマリアが地下へと送り込まれる……。（Y）
がよく分かる本である。 一九九四年に国民文学賞を受賞した、 世の中にいる金持ちたちを中心にした作品であるが、中には主役であるプライドが高い大金持ちをはじめ、 お医者さん夫婦、 大学講師の家族、家や金など
（地下銀行的なもの）
の貸主の親子、サ
ラリーマンとその父親、そして貧しくて幼い子をバスの中に置き去った貧婦など様々な登場人物が描かれ、それぞれ異なる人生の送り方がこの一冊に収められている。特に金がもの 言う世界の人でも、最終的に死というものには無力であることを教えている。よしもとばなな『ごはんのことばかり１００話とちょっと』
朝日新聞
出版、二〇一三
食べ物に纏わる話と日々のエピソードをエッセイにしたこの
本からは、日本と他国の食文化が楽しめるばかりではなく、毎日口にしているご飯の旨さは一体どこにあるの を考える機会も与えてくれる。テーマは一話毎に少しずつ変わっていく だが、どれもがユニークで 読むうちに郷土色がしみじみと感じられる。美味しい料理にはコツがあり、記憶に残るものには秘訣がある。そしてごく普通 見えるものにもきっと偉大な豊かさが潜んでいる、ということに気付かされる。
????????????
（
Isabel Fassbender ）
総合国際学研究科博士後期課程／ドイツ／ドイツ語多和田葉子『エクソフォニー
―
母語の外へ出る旅』
岩波現代文庫、
二〇一二
エクソフォニーとは、 「母語の外へでる旅」をさす言葉であ
る。ドイツに移り住み、長年にわたってドイツ語と日本語で創作活動を続けてきた著者は 母語の外で書くことで、生きることの冒険について語る。ひとつの言 よって規定された世界が、 眩暈す 様にぼやけてくる。 「この世界にはいろいろな音楽が鳴っているが、自分を包んでい 母語 響きから、ちょっと外に出てみると、どんな音楽が聞こえはじめるのか」という彼女の疑問は、習得す ための言語より、さらに広く深く、言語の可能性を語るのだ。H
annah A
rendt, Vita activa oder Vom
 tätigen Leben, Zürich, M
ünchen: 
Piper, 2002. (ﬁ rst edition, 1960) （ハンナ・アー㆑ント『人間の条件』志水
速雄訳、中央公論社、一九七三）
多和田氏とは異なり、ハンナ・アーレントの「エクソフォニ
ー」は強制的なものであった。本書は、彼女の政治哲学 代表作である。人類がそれま 経験したことのなかった非人間的な大虐殺をおこしたナチス・ドイツから、彼女 一九三三年にア
メリカへ亡命した。彼女によれば、現代社会において人間は労働生産物を消費する存在へと還元され 自律し自分の力で「活動」し考える力を失いつつある。地球、自然、動物、 「貧し 」土地の人間たちは、一部の人間を「自由」にさせるために、グローバル社会の名の下で奴隷化されている。自律性を奪われて生きている我々の時代に、 「人間の条件」は喫緊の思想を突き付けているのだ。??????
（曺喜眞）
総合国際学研究科博士後期課程／韓国／韓国語???
『????
 ???
 ??』
１・２、
??????
、 二〇〇七（ソン・
ジェフン『ソン・ジェフンのウリマル手紙』１・２、 プリワイパリ、 二〇〇七）「ウリマル」 とはわが国のことば。韓国固有の言葉を大事にして、日本語由来の言葉や安易な外来語を廃し、 人でも間違った使い方をしていることばの例を、身近な物事や人物を使っ
て具体的にあげながら易しい言葉で解説をしている本。手紙形式になっていて、①が春と夏編、②が秋と冬編の二冊。間違った言葉遣いが氾濫する今、正しく美しい言葉遣いとはどのようなものなのか、考えさせ、気づかせてくれる本。堀江宏樹／滝乃みわこ『乙女の日本史
 文学編』
実業之日本社、二〇一
〇『万葉集』や『竹取物語』などの古典文学から『こころ』 、 『痴人の愛』などの近代文学までが、今風言葉を駆使し解説されているさくさくと気軽に楽しく読める新感覚 文学 。それぞれの作品と関連する漫画作品の紹介や、週刊誌 コラム「週刊歴女」 、文豪たちと作品に纏わる意外 逸話など、教科書には載っていない小話も満載。これまでの文学史と対比させる意味での「乙女の文学史」 。日本の文学を乙女目線で語 一冊。
